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★書籍申込書

ご連絡頂いた、個人情報は弊社商品の受付・運用・商品発送・アフターサービスのため利用致します。今後のご案内希望の方には、その目的でも使用致します。
今後のサービス向上のため｢個人情報の取扱に関する契約｣を締結した外部委託先へ、個人情報を委託する場合があります。個人情報に関するお問合せ先 policy@johokiko.co.jp

　　 　 　　　　☆★詳細な目次をHPに掲載中！ぜひご確認ください★☆

　  　　「情報機構　BC250101」と検索！　または　https://johokiko.co.jp/publishing/BC250101.php
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　 ガス分離膜の最新動向
            気体分離の基礎から環境分野への活用まで

                 書籍版／書籍＋PDF版（ＣＤ－ＲＯＭ）

二酸化炭素分離やグリーン水素等、環境分野への活用が見込まれ注目を浴びるガス分離膜
基本から活用まで網羅した必読の一冊

★高分子膜,MMM,中空糸膜,ゼオライト膜,MOF,有機無機ハイブリッド…それぞれの膜の特性と作製法は？

★メンブレンリアクターやハイブリッドプロセスなどの実用展開も掲載
　分離膜の評価はどうする？シミュレーション方法は？コスト計算はどのように行う？

★排気からの回収からDACまで注目の二酸化炭素分離回収への分離膜活用から
　グリーン水素製造、人工光合成、酸素富化など注目集まる用途別にガス分離膜の活用を詳説！

※FAX番号はくれぐれお間違えの無い様お願い致します。

（書籍申し込み要領）
◎右記記入の上、FAXでお申込を承ります。

◎お申込書を確認次第、書籍、請求書および
　振込要領をお送りいたします。
　（送料は弊社負担）

◎未発刊の書籍をお申込の場合、
   発刊時に弊社より書籍、請求書および
　振込要領をご送付いたします。

◎お支払いは請求日翌月末日までに、銀行振込
　にてお願いいたします。原則として領収証の
　発行はいたしません。

◎振り込み手数料はご負担ください。

★ https://johokiko.co.jp/
　の申込みフォームからも承ります！

FAX：03-5740-8766、または、→　https://johokiko.co.jp/
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抜粋目次【一部省略　詳細な確定目次はHPをご確認ください】　
第1章　混合気体の成分分離と分離膜
第2章　分離膜の特徴と研究動向、製造の工夫
第1節　高分子ガス分離膜　　第2節　シリコーン中空糸膜モジュール
第3節　ゼオライト膜　第4節　MOF　金属有機構造体
第5節　有機- 無機ハイブリッドガス分離膜
第3章　ガス分離膜実用化に向けた技術と評価、シミュレーション
第1節　メンブレンリアクター
第2節　膜分離と他プロセスのハイブリッドプロセスによる省エネ化

第3節　イオン液体を用いた化合物間の親和性差を利用する分離膜
第4節　ガス分離膜の評価法　第5節　コスト計算
第6節　ガス分離膜における膜透過分子シミュレーション
第4章　用途別ガス分離膜の可能性
第1節　CO2回収のための分離膜技術
第2節　気体分離膜による工場排気ガスのCO2分離回収
第3節　グリーン水素製造のためのガス分離膜技術
第4節　人工光合成とガス分離膜
第5節　バイオガス分野への応用　第6節　酸素富化膜
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